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は じ め に
いじめが引き起こした事件として, 1986年の中野富士見中学いじめ事件をはじめ, 1994年
には西尾市いじめ自殺事件, 2006年には福岡中２いじめ自殺事件, そして2011年の大津市中
２いじめ自殺事件と繰り返され, 大きく社会問題化している｡ これまでもその解決に向けた
取組が実践されてきたにも拘わらず, 今なお深刻な状態で推移している｡
こうした状況を踏まえて, いじめ問題に関わる法律として, 2013年９月28日より ｢いじめ
防止対策推進法｣ が施行された｡ 同10月11日には, 文部科学省より ｢いじめ防止等のための
基本的な方針｣ が発表され, 迅速に本法を生かした取組を, 各学校の生徒等の実態に応じて
検討することになった｡ 今後, 未然予防をめざした教育実践を, 系統的かつ計画的に推進す
るとともに, 教職員が組織的に関わることが求められている｡
そこで本研究では, ドイツヘッセン州における ｢Gewissen｣ の取組に着目し, ロールプ
レイの活用によるいじめを未然に防止するための学級活動のあり方について考察を加える｡
１ 生徒の学級内における人間関係
1.1 グループ化による閉じた人間関係
教室内での生徒どうしの人間関係について, 土井 (2013) はグループ化が進むとともに,
相互間で干渉し合わない状況にあることを指摘する｡ そしてグループ内での人間関係に着目
すると, 互いにどのように思われているのかを気にかけ過ぎるが余り, 本音で語り合うに至
らず, 孤独感に苛まれている生徒が少なくないとしている｡
最近では, メールから SNSの利用へと転じる傾向が見られ, グループ内の閉じた関係性
の中で, 自らの立ち位置を維持することに没頭してしまい, その利用に疲れる生徒の増加を
明らかにしている｡
こうした状況のもとでは, 新たな人間関係は構築されず, グループ内でのいじめの加害者,
被害者の関係が入れ替わることが繰り返される｡
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ドイツヘッセン州における ｢Gewissen｣ の取組に学ぶ
このことは, 国立教育政策研究所 (2010) が行った ｢いじめ追跡調査20072009｣ の結果
から明らかである｡ 中学校１年生に着目して, 進級に伴う被害経験人数の推移に着目すると,
３年間を通して全く被害経験が無かった生徒は, 全体の19.7％を占めるに過ぎない｡ 同様に,
週１回以上いじめられている生徒についても, 全体の0.3％のみである｡
また森田 (2010) によると, いじめの加害者と被害者の関係については, 友達であること
を指摘する｡ よく遊ぶ友達が, 男子で44.1％, 女子で51.8％, それぞれに時々話す友達の割
合を加えると, 男女共におよそ80％を占める｡ つまり, いじめは友達の関係性のもとにグルー
プ内で生じることがわかる｡
1.2 不安や悩みを抱え込む生徒たち
不安や悩みがストレスとなり, 日常の行動が制限されることに繋がる｡ 人間はそのしんど
さを, 他者に語りかけて聴いてもらい, 軽減を図りつつ精神的な安定を希求する｡
そこで, 最近の中学生・高校生の実態について見てみる｡ 政木 (2013) の ｢中学生・高校
生の生活と意識調査2012｣ から, 希薄な関係性のもとで学校生活を送っていることがわかる｡
まず学校で一番楽しいことについて, ｢友達と話したり一緒に何かをすること｣ への回答
が72％を占め, 次点の部活動の23％を大きく引き離している｡
次に悩みごとの相談相手について, 中学生では友達が42％を占め, 次点の母親が38％であ
る｡ また高校生では友達が60％を占め, 次点の母親が25％である｡
ここで経年変化についてその増減に着目すると, 中学生・高校生ともに, 友達は減少傾向
(中学生：20％の減30年) に, 母親は増加傾向 (中学生：18％の増30年) にある｡
これらのデータから, 課題が見えてくる｡ 友達との活動が楽しいと回答し信頼を置いてい
るにも拘わらず, 相談相手は友達ではなく母親へとシフトしつつある｡ このことから, 不安
や悩みなどのプライベートな内容については, 友達に相談をして混乱に巻き込まれる危険性
を回避しようとしていると考えられる｡ 友達との関係性の圏外にある保護者は, 安全な対象
になる｡
つまり友達との関わり合いは, グループ内の閉じた空間において展開するに留まり, 相互
間の関係性も弱い傾向にある｡
1.3 フラット化する生徒と教師の関係
教師と生徒の間で, かつては教師の存在を以てして, 自然に一定の求心力が働いていた｡
しかし今日では, 教室での教師の存在感が縮小し, 生徒が形成する各グループとの関わりに
おいても, 担当者としての位置づけに留まり, 相互間でフラットな関係性に近づく傾向が見
てとれる｡
このことについて土井 (2013) は, 理想の教師像について, 教師と生徒の間の意識のズレ
を指摘している｡ また三城 (2012) は, 中学生および中学校教員を対象に, 理想の教師像に
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ついてのアンケートを行い, 以下のような結果を得ている｡
生徒にとっては, 話がおもしろいが35.4％, 次いで生徒が話しかけやすいが32.1％, であっ
た｡ 一方, 教師の回答は, 間違いを注意し叱ってくれるが53.8％, 生徒の話を聞き親身になっ
てくれるが49.2％, であった｡ 指導内容を注視する教師に対して, エンターテイメントを重
視する生徒との間で, 大きく意識の違いを読み取ることができる｡ このことが多少なりとも,
相互間における関係性のフラット化に寄与していることは否めない｡
また, 生徒の話を聞き親身になってくれるの回答に着目すると, 生徒が19.9％であるのに
対して, 教師は49.2％と高い数値である｡ このことは, 教師は生徒と向き合いながら関わろ
うとしているのに対して, むしろ生徒はそのような姿勢を求めることなく, ゆるやかな関係
性のもとで一定の距離感を大切にしようとする傾向が見てとれる｡
筆者は学級経営において, 生徒どうしが新たな関係性を構築していくうえで, 集団による
取組を展開する特別活動の見直しが, 解決の糸口に繋がると考える｡
２ いじめを未然に予防するための手だて
2.1 ｢いじめ防止対策推進法｣ を生かす
これまでいじめ問題が繰り返されているのは, 様々な取組が抜本的な手立てとしてビルト
インされてこなかったことが一要因であることは否めない｡ そこで本法が施行されることで,
各学校において生徒の実態を見据えつつ, 未然予防をめざした具体的な教育実践が展開され
ることになる｡
山田 (2013) によると, 抜本的ないじめ対策における ｢防止等｣ の意味が, ｢(未然) 防止｣,
｢早期発見｣, ｢(早期) 対処｣ のすべてを含意するものであることを指摘する｡ 文部科学省か
ら出された ｢いじめの防止等のための基本的な方針｣ を踏まえて, 各学校毎に既存の組織を
見直したり, 新たな組織を立ちあげるなど, 具体化に向けた迅速な対応が求められている｡
なお, 未然予防に努めるものの重大事態が生じた場合には, その対処方法として再発防止
を目的とした第三者調査委員会が機能することになる｡ 法に則り, 真実を究明することによ
り, 当事者をはじめ学校, 教育委員会, そして地域を組み入れた教育実践の創造へと繋がる
ことが期待できる｡
2.2 当事者への教育的なかかわり
いじめ問題の解決に向けては, いじめた生徒へは指導を, いじめられた生徒には支援を行
う｡
指導内容について, 加害者に対して厳罰化で対応することよりも, むしろ生活背景をはじ
め多面的に見ていくことが肝要である｡ 岡本 (2013) は, いじめ防止教育はいじめたくなる
心理から始めることの重要性を指摘する｡ なぜいじめてしまうのか, その理由に気づかない
と, 本質的な解決に至ることはできない｡ 内面的な自覚を伴わない反省は, いじめの抑止力
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に繋がらないと考えるからである｡
一方, 支援内容としては, 被害者の疲弊した心に寄り添うことが重要である｡ いじめ問題
は, 主に学級内の人間関係の不具合に起因することから, 被害者が居場所を持ち安心できる
生活環境づくりを心懸けることが求められる｡ 自らの尊厳を大切にし, 周りの人々の尊厳を
受け止め, それらを守っていくことの大切さに気づき, 実践していく生徒を育むことが大切
である｡
2.3 新たな人間関係への模索
学級内での生徒どうしの人間関係は, 複雑かつ希薄な状態にある｡ 加えて教師と生徒との
関係性は, 極めてフラットに近づいている｡ 教師は, 生徒を指導するうえで, 既存の関係性
を乗り越える視点に立った取組が期待されている｡ ただし, 新たな関係性を強化し過ぎると
柔軟性が薄れ, 自発的な動きが削がれることが危惧される｡ そこで, 集団による活動を行う
ときには, その内容の自由度に配慮しながら進めることが重要になる｡
新たな関係性を再構築するには, 相互間でコミュニケーションがとれる場, 合意形成を図
るための十分な時間, 教師による活動の深化を促す助言, などが必要になる｡ 特別活動での
学級活動, 生徒会活動, そして学校行事は, まさにこれらを充足し, 集団による活動にあた
ることから, 生徒の主体性を生かした取組を展開できる｡
生徒一人一人が学校生活を共にする中で, 不具合をはじめ諸問題について, 学級の成員ど
うしが共有し, その解決に向けて知恵を出し合い, 互いに協力し合いながら取り組むことで
自治的な力が育まれ, 新たな関係性の構築に向けた第一歩を踏み出すことができる｡ 特別活
動の特性を生かし, 集団による活動を効果的に進めること, また異年齢集団による活動を通
して, いじめの未然予防をはじめ, 諸問題の解決に向けた教育効果がもたらされると考える｡
2.4 生徒理解による未然予防
新たな人間関係の再構築をめざした取組を展開するうえで, 指導者として生徒一人一人を
理解しておく必要がある｡ 生徒が教室で見せる姿で以て, 生徒理解ができているのか, とい
うとそうとは言い切れない｡ 生徒一人一人の生活背景や人間関係などを多面的に捉えること
により, 今の動きを肯定的に受け止めることができる｡ つまり, 生徒が見せる態度である表
現を, それに至る根拠を理解することで, 先を見据えた取組を意図的, 計画的に展開するこ
とが可能になる｡
集団による取組は, 活動をすることに目的があるのではなく, 例えばそれを通して新たな
人間関係を再構築することにあったりする｡ ややもすると, 教師は生徒に活動させることに
必死になり, 本来の目的の達成を怠ることがある｡ 常々教師は, 目的を見据えつつ, 生徒に
取組への主体的な関わりを促すことに努めることが肝要である｡
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2.5 絶対的な受け皿としての教育相談
生徒理解を進めるには, 教師と生徒との時間共有の場が必要である｡ 煩雑多忙な教師の日
常において, どこで時間を確保するのか, 難しい課題である｡ しかし, 教育相談が生徒理解
に果たす教育効果について, その重要性を教員は十分認識できている｡
具体的な解決策として, 全ての教員が一斉に教育相談に取り組める場を, 学校行事として
位置づけることがあげられる｡ 時間的な制約はあるものの, 少なくとも学期に１回は全ての
生徒を対象にして実施することが考えられる｡ いわゆる進路相談週間として実施することで,
学級担任が全ての生徒とコミュニケーションをとり, 生徒の今現在を把握する場を保障する
うえで重要な意義をもつ｡
もちろん教育相談の場で, 何も語らない生徒がいることも想定される｡ ただ, 面談を通し
た情報収集については, ノンバーバルな内容も含まれることに留意したい｡ 教師と生徒が同
じ時間と場を共有したという事実が, 次回の面接への安心感をもたらすことが期待できる｡
つまり, 不安や悩みを抱え込む生徒の心の内を, 担任が察することができれば問題は大きく
ならないのだが, その逆の場合は, 受け皿としての教育相談がきちんと用意されていること
が, 生徒の心の支えになると考える｡
３ いじめの未然防止において ｢学級活動｣ がもたらす教育効果
3.1 系統的・計画的な学級活動が求められる理由
生徒たちは, 互いに様々な関係性のもとで学校生活を送っている｡ そこで年間を通じ, 豊
かな人間関係の構築をめざした, 意図的・計画的な学級活動の編成が求められる｡ 例えば新
学期の始めには, 新たな人間関係づくりをめざす取組が効果的である｡ 中でも構成的グルー
プ・エンカウンターなどを用いると, 生徒自身が他者理解はもとより自己理解を深め, 最終
段階において自己開示がもたらされる｡
しかし生徒が取り組む際に, いじめに繋がる人間関係のもつれを危惧するがあまり, こう
した機会を設けたとしても活動自体が機能しないこともある｡ そこで教師は日々学級の雰囲
気づくりに努め, 生徒が安心して発言できるように, 生徒の特性に応じた支援が必要である｡
教師と生徒との信頼関係はもとより, 生徒どうしの人間関係を深める取組を計画的に組み入
れることで, 自己の成長を見据えながら, 自らの立ち位置を踏まえた行動や態度を育むこと
ができる｡
加えてすべての生徒が参画し, 集団の一員としての自覚を促す学級活動に, 系統性を加味
することで, それぞれの取組が人格形成の階段を上がるうえで重要な役割を果たす｡ ややも
すると教師は, 取組を実践することに力点を置いてしまい, 本来のねらいである生徒一人一
人の人間形成の視点を見失いかけてはいないだろうか｡ 取組はあくまでねらいを達成するた
めの手だての一つに過ぎないことを再確認のうえ, 改めて教育実践に取り組む必要がある｡
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3.2 いじめの未然防止にロールプレイがもたらす教育効果
いじめの未然予防を進めるうえで, 生徒一人一人が内面的な理解を深め, 主体的な態度や
行動を呼び起こすことが大切である｡ そこで, 資料に登場する当事者の役割を自ら演じ, 追
体験を通してその気持ちに近づくことができる｡ また, 役割を交代し双方のロールプレイを
演じることにより, 第三者として見ていた場合との認知のずれに気づく｡ 資料を読み込み自
らを資料の場面に投影して感じ得る内容から一歩踏み込んだ気づきをもたらす手だてとてロー
ルプレイが効果的である｡
金子 (1992) は, ロールプレイを通して新たに人間や物との関係が明らかになり, 自他の
姿が明確化されることにより, 自らのあるべき姿に気づけることを指摘している｡ また, 決
して情に流されるのではなく, 真実や現実を踏まえた探求を促す取組として位置づけている｡
江橋 (1992) は, 生徒が自らを特定の役割につぎ込むことにより, 相互の人間関係を浮き彫
りにして, そこから望ましい自他の在り方を探れることを指摘する｡ ロールプレイを演じる
ことで, 演者は自問自答を反芻しつつ, 望ましい態度や行動を後押しする内面的な力が育ま
れる｡
ロールプレイを授業で活用する場合, 学級の雰囲気が教育効果に大きく影響する｡ 全ての
生徒が自分の思いを自然に表現でき, それをまわりが受け止めなければならない｡ つまり教
師と生徒, 生徒どうしの信頼関係が保たれていることが肝要である｡
3.3 シナリオによるロールプレイがもたらす教育効果
ロールプレイを実践するうえで, 演者に場面状況のみを知らせておき, 自発的かつ即興的
に進める場合と, シナリオに基づき主人公らの気持ちに寄り添いながら表現する場合とがあ
る｡
筆者はこれまで道徳の時間において, 場面状況を確認してから即興劇としてロールプレイ
への取組を重ねてきた｡ 具体的には展開の場面で, 生徒が読み物資料の主人公らの立場に身
を置き, 即興的に演じる｡ その際役割交代を行い, それぞれの立場から当事者の気持ちを追
体験し, 自らの判断力を高めることができた｡ どのような理由づけをもってその行為を選択
したのか, 決断に至るなぜを明らかにしていく授業である｡
取りあげた主題は思いやりで, 相手の気持ちに寄り添う表現は多様で, それぞれに意味が
あることを意見交換を通して共有できた｡ 例えば気落ちしている生徒に対して, 果たして声
かけをすることだけが思いやりなのか, 実は声かけをしないでじっと見守る思いやりがある
ことへの気づきをもたらす｡ 生徒一人一人が既成の価値観をブラッシュアップするうえで,
ロールプレイに演者として参画することはもちろん, 観衆として自分ならどうするだろうか
と思考を深めるだけでも意義深い｡
本研究では視点を変えて, シナリオによるロールプレイを通して, 生徒一人一人に主人公
らの気持ちに寄り添うことについて考察する｡ 生徒がシナリオを自分のこととして受け止め,
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その心情を推察しながら自ら表現することで, 追体験を通した内面化を図る｡ ただしシナリ
オが身近な話題であることや生徒との関わりが深いことなどが, ロールプレイによる教育効
果を左右する｡ そこでシナリオを, 生徒にとって関心の高い主題へと多様な工夫を加えた,
ドイツのヘッセン州における ｢Gewissen｣ の教育実践に着目する｡
４ ドイツヘッセン州における ｢Gewissen｣ の取組
4.1 Dietrich Bonhoffer Schule Rimback校における ｢倫理｣ の授業の導入
当該校では, ６年生を対象に ｢Gewissen (善悪の判断力がもたらす幸せ)｣ を主題に掲げ
た ｢倫理｣ の授業が行われている｡ 相手の考え方や行動について考え, 善悪の判断へと導く｡
本主題は, ６年生にとっては難しいことから, 指導者は彼らの経験を振り返らせて, ｢自分
の行動はこれで善いのか｣, ｢嘘をついたことがあるのか｣, ｢嘘をつかれたことはあるのか｣,
｢嘘をついても善いのか｣, などの問いを投げかける｡ 日常生活において, 生徒は多くの悩み
や心配ごとを抱えており, 葛藤を繰り返しながら自らの判断へと辿り着ければよいのだが,
場合によっては体調を崩すこともある｡
これから授業の実際について, 観察をもとに, 指導者が生徒に呼びかけた主な内容を以下
に整理する｡
・起立の後, 指導者と目を合わせて母語 (独語) で ｢おはようございます｣｡
・遊びをしていろいろとあったから, 手を振り体を柔らかくしながら, 要らないものは飛
んで行け｡ 今はもう, 心配ないでしょう｡ 集中できるようにしましょう｡
・頭が良い気持ちを想像してみてください｡ 考えることができるでしょう｡
・重要な頭を撫でてマッサージをし, 目を優しく少し押さえると, 手があたたかいことが
わかるでしょう｡ 次に大切な耳を押さえると, 気持ち良いでしょう｡ そして書くことが
多い手にも優しくしましょう｡
・心にも参加してもらいます｡ 手を揉んで温かくし, 温かい手を心の上に当てましょう｡
心臓が動いていることに気づけましたか｡ 温かくなりましたか｡ もう一度, 手を心臓に
戻してください｡ 心臓はどこにありますか｡
・腰にも優しくしましょう｡ もう一度やりましょう｡
・座りましょう｡
こうして授業の導入において, 本時への集中力を高めるために, まずは体を動かしてリラッ
クスした雰囲気をつくる｡ そのとき, 普段気に懸けることが少ない自分の体の一つ一つの器
官について, 十分な時間をとり確かめながら進める｡ その際, 心をゆさぶる授業であること
を伝え, 心があるとされる胸に手を当て自覚を促す｡ 指導者は, 生徒に対して全て ｢……し
ましょう｣ との呼びかけメッセージを発することで, のびのびと学級のなかまが共に体を動
かすことができるような配慮を加える｡ 動作と願いとを連動させた取組でもある｡
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4.2 ｢Gewissen｣ への認識を深める授業の展開
既に 4.1 で述べたように ｢Gewissen｣ の授業を通して, 善悪の判断力を高めて幸せを追
求しようとする力を養う｡ このとき生徒一人一人が, なぜ ｢Gewissen｣ への学びがあるの
か, について正しく理解しておくことが不可欠である｡
4.1 に引き続き授業の実際について, 観察をもとに, 指導者が生徒に呼びかけた主な内容
を以下に整理する｡
・大きな声を出したくありません｡ これくらいの声で, みなさんはよく聞くから大丈夫で
すね｡ (確認)
・親指で∞に沿って, ゆっくりとなぞりましょう｡ いろいろとあったから区切りながら,
静かに集中してやりましょう｡ (黒板の中央に∞の記号が大きく記されています)
・よくできました｡ (賞賛)
・今, みなさんに手伝いが必要とされています｡ 善いことをしたら褒めてくれます｡ 一方
悪いことをしたら体が痛みます｡
・｢Gewissen｣ は体で感じられます｡ (確認)
・｢Gewissen｣ が善くないと, 体が痛くなることもあります｡ 間違った行動をすると, 気
分が悪くなります｡ 善いことをした場合は, 気持ちよくなっています｡ 体の中には二つ
の声 (褒める声, 注意する声) があり, その気持ちを忘れることはできません｡ 悪いこ
とをしたら, よく眠れないでずっと心配してしまいます｡
指導者は生徒との言葉のキャッチボールにおいて, 全ての発言を丁寧に受け止め, 褒める
ことを念頭に置きながら授業を進めている｡ その授業の様子を Table 1に示す｡ 指導者から
生徒に向けて ｢信頼できる友達に打ち明けるとどうだろうか｣ との問いかけに対して, 生徒
からは ｢友達に話すと楽になる｣, ｢自分の飼っている動物に話す｣, ｢自分の悪い行動を友達
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Table 1 Gewissnunterricht
に話す勇気がないときは, それでもいいのでは｣ などの発言が出された｡ そもそも
｢Gewissen｣ は体で感じつつ受け入れるものであり, 簡単には払拭できないことを強調して
いる｡ 指導者はこれらの意見を踏まえつつ, 生徒が書いた作文の内容をもとに作成した劇を
紹介し, それをロールプレイで生徒どうしで演じることを提案する｡ その際, 全ての生徒が
取り組むこととし, 相手の考えや行動について自分のこととして受け止め判断を下すことを
呼びかける｡
4.3 ｢Gewissen｣ において演じる創作劇 ｢Eine Mathematikarbeit mit Forgen｣
指導者が生徒の作文をもとに作成した劇の脚本が, 以下の Table 2である｡
劇の内容については, 以下に脚本の形式で, 以下の Table 3に示す｡
Table 3 脚本 ｢数学の試験をめぐる顛末｣
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Table 2 Ethikunterricht-Gewissensbildung
○Melanie ：お母さん, 明日, 難しい数学の試験があるんだけれど, 勉強を見てくれない？まだ分か
らないところがあるの｡
●Mutter ：数学だって｡
○Melanie ：そう, 数学よ｡ 問題が難しくて, まだちゃんと理解できていないところがあるの｡ これ
じゃきっと, 悪い成績しか取れないわ｡
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●Mutter ：私は助けてあげられないわ｡ 疲れているの｡ 今日は忙しかったし, 気分も良くないの｡
お父さんの所へ行きなさい｡ もっと手伝ってくれるわ｡ ①
○Melanie ：仕方ないわね｡ でも, 本当はお母さんと勉強したかったの｡ まあ, 無理なら仕方がない
わ｡ お父さんに聞いてみる｡
●Mutter ：じゃあ, そうしなさい｡ 私はやることがあるし, ……｡
○Melanie ：お父さん, お母さんにこつちへ行くように言われたの｡ 数学の勉強を手伝ってくれない？
明日, 試験があるんだけど, まだきちんと理解できていないの｡ お願い, 助けて｡ ②
◆Vater ：またかい｡ 仕事を終えて帰ってきて, 家でゆっくりとくつろげないものかね｡ 一日中,
事務所で数字と向き合っていたというのに, まだその続きをやらなくちゃいけないの｡
休ませてくれよ｡ 今は手助けできないね｡ ③
○Melanie ：今, 私を助けてくれないのは, ひどいんじゃないかしら, お父さん｡ 私は, 勉強がよく
できるようになりたいし, よい成績を家に持って帰りたいのに……｡ ④
メラニーは父親に背を向けた｡ それは, 父親にも彼女の数学の勉強を手伝ってくれる
時間と気持ちがないためだった｡ そこで彼女は落胆し, 悲しい気持ちで自分の部屋に
戻る｡ 彼女はよく眠れず, 翌日の試験のことが不安だった｡ 翌日, 彼女は不安感と胃
痛を抱えて登校して, 数学の問題に取り組んだ｡ ⑤
●Mutter ：試験はどうだった｡ きっと正解できたわよね｡
○Melanie ：とんでもない, 散々だったわ｡ 分からない問題がたくさんあった｡ それに気分も良くな
かったし, 実際の所, お母さんたちは助けてくれなかったわ｡ ⑥ 私は放っておかれた
気分になったわ｡ ⑦
●Mutter ：そんなにひどくないはずだわ｡ 考え過ぎよ｡ まずは落ち着いて｡
メラニーが台所から出て行くと, 母親は何か感じる所があり, 不安そうに娘の後ろ姿
を追った｡ 何か間違ったことをしたかしら, やるべきことが抜けていたかしら｡ ⑧
◇Lehrer ：メラニー, あなたの答案を返します｡ あなたの出来栄えにはがっかりしました｡ どうし
てこんなことになったの｡ 評価は５, ひどいものです｡ ⑨課題についてちゃんと理解し
たの｡ きちんと勉強しないで, 分からないところを放ったらかしにしておくのは良くな
いわ｡
メラニーは答案を受け取り, 帰宅の途についた｡ 家に着くとすぐに自分の部屋に入り,
ベッドに倒れ込み, 好きな音楽を聴き, 悪い成績についてどのように報告しようかと
悩んだ｡ ⑩
●Mutter ：もう食事の時間ですよ｡ もうみんなテーブルに着いて, あなたを待ってますよ｡ ちゃん
と手を洗って, 急いで来なさい｡ お父さんと私は, 食事の後にすぐに出かけなくちゃな
らないのだから｡ ⑪
メラニーは食堂へ行き, 黙って食卓につく｡
◆Vater ：学校はどうだった｡ 数学の答案は返してもらったの？
メラニーはためらいがちに答える｡ 視線を皿に落とし, おいしくなさそうにスープを
飲んだ｡
○Melanie ：ええ, 今日返してもらったわ｡ 数学の先生は, 完全に満足してたわけではないけれど,
●Mutter 評価は３, まあまあというところね｡ ⑫
メラニーの顔は赤くなり, 不安そうな面持ちで両親の方を見る｡
4.4 創作劇をロールプレイで演じる理由
生徒は, ロールプレイにおいて, 登場人物の気持ちのゆれを受け止め, その立場に身を置
いて自己表現をする｡ また, 役割を交代し全ての登場人物を演じることで, それぞれの気持
ちに共感する｡ いじめを未然に防止するうえで, より望ましい人間関係の構築し, 相互間で
理解し合おうとする姿勢が求められる｡ そこでロールプレイを演じることにより, 自己理解・
他者理解が深まることから, 既存の関係性を見つめ直し新たな関係性の構築を図る重要な手
だての一つとして位置づける｡
ここで取りあげる創作劇は, 指導者が生徒の作文をもとに作成しており, 身近な題材であ
ることから追体験し易い内容である｡ もともと作文は生徒の立場から書かれており, 自らの
気持ちを受け止めようとしてくれない両親へのいらだちを端々に読み取れる｡ (Table 3の④,
⑥, ⑦を参照) メラニーと両親との気持ちの温度差が, 行為の行き違いとして露呈している｡
つまりメラニーは, 試験を頑張りよい成績を両親に示したいと頑張りを見せるが, 両親は
その気持ちを十分に受け止めることなく, 自分の都合を優先する｡ 双方の思いがが上手く噛
み合わず, 最終的には不信感をもたらす｡ 当然, 試験は不本意な結果に終わる｡ 答案の返却
時に先生からは厳しく叱責され, 少なくとも学びへの姿勢は十分にあったのにとの思いが募
る｡ 一方, 両親はメラニーの深刻な気持ちを十分に斟酌できずに, 食事での言葉のやりとり
や表情等のノンバーバルな情報をもとに, 普段と異なるメラニーを気遣う｡
そこでロールプレイを通して, メラニーが理由が何であれ成績について嘘をついてしまっ
た心の内を推し量りつつ, なぜこうした事態に陥ったのか, メラニー役と父親役, 母親役と
を交代して演じることで, 相互間で気持ちを理解し合うことの大切さに気づくことができる｡
また, 両親が子供を思う気持ちへの気づきが期待できる｡
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○Melanie ：ほらごらん, そんなにひどくはなかったでしょ｡ やる気さえあれば, うまくいくわ｡ ⑬
メラニーは昼食後, 食卓を離れ, また自分の部屋に戻る｡ 不信感が彼女を襲う｡ ひど
い点をもらったことを両親が知ったら, 何と言っただろう｡ おそらく二人は二重の罰
を与えただろう｡ 一つは嘘に対して, もう一つはひどい点数に対して｡
でも, 両親にも責任があるのではないかしら｡ 彼らは私を助けてくれなかったもの｡
私の言うことをきちんと受け止めず, 私を放ったらかしたのだから｡
◆Vater→ ：数学のテストについて聞いたとき, メラニーの様子がおかしくなかった？⑭
●Mutter ：
●Mutter ：そうね, あまり気分が良さそうではなかったわね｡ ⑮
◆Vater ：何か悩んでいるのかな｡ ⑯
●Mutter ：一度, あの子と話してみるわ｡ 私も何となく腑に落ちないし｡ たぶん私たちの対応が間
違っていて, あの子が苦しんでいるんじゃないかしら｡ 私たちに何か隠しているんじゃ
ないかしら｡ ⑰
4.5 ｢Gewissen｣ においてロールプレイがもたらす教育効果
ロールプレイの最終段階において, 母親の対応については, 生徒の判断に委ねられる｡ つ
まり, シナリオなしでの即興劇になる｡ 生徒一人一人がロールプレイに参画して, 相手の気
持ちを慮りながら, 自分なりの判断を即興で自己表現する｡ 本授業における最大の山場であ
る｡ そのロールプレイの様子を Table 4に示す｡
メラニーが試験結果を示しサインを求めたとたん, 母親が叱責し, メラニーが部屋に逃げ
込むと仮定して, その解決方法をロールプレイを通して確かめる場面である｡ 生徒は, 母親
の立場に身を置き, これまでの経験値を踏まえながら, 自分の気持ちに最も近い言葉を選び,
それを最も内容にふさわしい表情をはじめノンバーバールな情報を加味しつつ自己表現する｡
即興で対応することから, 本音に近いものが演じられる｡
生徒からは, ｢お父さんとお母さんは手伝うべきです｣, ｢自分がお母さんであれば, 自分
にも責任があると思う｣ などの意見が出された｡ 指導者はファシリテーターとして, メアリー
が両親を心配して嘘をつき, それを心配していること, 一方, 両親も一緒に学習を手伝えな
かったことを気にかけていることに気づけるような助言を加えている｡
｢Gewissen｣ の授業では, 物事の善悪への気づきを促すことから, ロールプレイを通し
て, たとえ様々な背景があるとしても, 正しい判断を下すことへの内面化に繋げることがで
きる｡
５ いじめの未然予防に繋げる ｢学級活動｣
5.1 ｢Gewissen｣ をいじめの未然予防に生かす視点
日本におけるいじめの問題の原因として, 人間関係の固定化 (グループ化) に依拠する傾
向があげられる｡ 生徒は自らが所属するグループ内において, 決して安心できるどころか,
常に外されはしないかと不安を抱えながら学校生活を送っている｡ 繰り返すが 1.1 で述べた
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ように, 国立教育政策研究所 (2010) が行った ｢いじめ追跡調査20072009｣ の結果から,
３年間を通して全く被害経験が無かった生徒は, 週１回以上いじめられている生徒について
は, 全体の0.3％のみである｡ つまり, いじめの対象は定期的に入れ替わることがわかる｡
ただその理由が明確でないことが, 生徒の不安を増幅させている｡
こうした学級集団に対しては, 一定の価値観の内面化を推し進めることが効果的である｡
価値観が錯綜するからこそ, ｢Gewissen｣ を用いて, 何が善くて何が悪いのかを理解しよう
とすることは意義深い｡ 生徒はそれを体得し, 善悪の判断をもとに行動に移そうとする｡ 仮
に悪いことをしたとして, 何か気持ちが悪いのはなぜなのかを, 振り返りを通して自分の中
から見いだすことが, いじめの問題についても抑止力になると考える｡ その際, それぞれの
生徒の経験, 文化的背景, 受けてきた教育などを踏まえて, 教育実践にあたることが不可欠
である｡
さらに指導者は, 善い行動が経験によって創られることを指導のうえ, 生徒が日常におい
て ｢Gewissen｣ を意識しながら行動を心懸けることを見守ることが肝要である｡ ヘッセン
州では１つのテーマで12時間から14時間を充て, 毎週２時間で計７週で系統的・計画的に教
育実践している｡ もちろん計画通りに進まないこともあり, 延長する場合もある｡ プログラ
ムを行い教育効果をあげるには, 立ち止まり生徒どうしで考え創りあげる授業が効果的であ
る｡ それは, 生徒一人一人が主人公になれる場が用意されているからである｡
5.2 社会性を育む ｢Gewissen｣ が果たす役割
指導者への聞き取りから, ｢Gewissen｣ が社会性を育むうえで, 生徒の人格形成に大きく
寄与する回答を得た｡ 説明によると, 授業が成立しない課題を抱える学校で, ｢Gewissen｣
による教育プランを自校の生徒の実態に合わせて実践することで, 幸せになるためのきっか
けづくりができたとする｡ 授業の機会が得られない状態において, なぜ学校に行くのかを考
え, 相手の言葉を信じる取組を通して, 生徒一人一人が自分自身に対して誇りを持てるよう
になり, 社会的に必要な存在であることへの自覚をもたらす｡ そして自尊感情が高まること
により, 内から外へ関係性を求めるようになり, コミュニケーションを介した自己理解・他
者理解が促進される｡
社会性を育むうえで, 自分が集団の一員として大切な一人であるとの認識として, 自分だ
けでなく, 他のなかまとロープにぶら下がっていることに気づかせるとよい｡ 自分の気持ち
を押し出しつつも, 共同行動へと繋げるには, 生徒の立ち位置を自己から社会へと置き換え
ることが大切である｡ 居心地のよい学級とは, このように一人一人を認め合い信頼できる関
係性こそ, 追求すべき原点がある｡ ｢Gewissen｣ の取組を生かし, 生徒一人一人が隣人を気
遣える人間へと成長することで, いじめの未然防止へと繋がる｡ 悪いことをして何かすっき
りしない内面から湧き出す気持ちを温め, それを善いことへと導く原動力にすることで, い
じめ問題の初期予防が可能になる｡
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お わ り に
いじめを未然防止するうえで, ロールプレイによる体験は効果的である｡ 特に, 結論が隠
されており, 自分で判断して自己表現することは, 困難を伴うが生徒の人間形成を促す｡ 演
者として参画することにより, 観衆として第三者的な発言はできなくなる｡ 生徒役だけでな
く相手の母親役と役割交代をすることで, 他者理解が深まり, 生徒は自分の気持ちを受け止
めてもらえないことへの不満から, 相手の立場や気持ちを受け止めることができる｡ これは
体験活動だからこそ, 言葉だけではなく五感を働かせて, 表情を含めてノンバーバルな情報
発信をも可能にする｡
いじめの問題は人間関係に大きく影響を受ける｡ もしも相手の気持ちが理解できなかった
り, しようとしないことで, グループ内で不協和音が生じる｡ 相手が何を考えながら行動し
ているのか, 斟酌しながら進めていくことが必要である｡ ロールプレイは, 演者として演じ
ても, 観衆として観察しても, いずれの場合でも参画することで, 相手の気持ちを推し量り
ながら進める点では同じである｡ 教育効果を高めるためには, ロールプレイの際には臨場感
を高め, 記憶に残る演技へを引き出すことが求められる｡ 人と人とのかかわりを構築するう
えで, ロールプレイがもたらす教育効果は絶大である｡ ただし, それを進行する指導者がファ
シリテーターとして, 生徒の気持ちを自然に引き出せるように, 時間をかけて待ち, 具体的
な実践を支援する必要がある｡ たとえ言葉が出なくても, 言葉にならない言葉があることか
ら, 指導者はそれを観察し言葉にかえていくことで, 教師と生徒, 生徒同士の人間関係が豊
かなものへと繋がる｡ いじめの未然防止には, 日々の積みあげへの認識を指導者が深めこと
で, 解決の糸口を見いだすことができる｡ ｢Gewissen｣ での学びにおいて, 善悪への認識を
深め, その判断のもと, 特にロールプレイは善悪を体得し内面化を図り, 日常行動へと繋げ
ていくうえで, 高い教育効果を求めることができる｡ 今後, 未然予防をめざした教育実践を,
系統的かつ計画的に推進するとともに, 教職員が組織的に関わることが肝要である｡ いじめ
の未然防止を促す学級活動を開発していくうえで, ｢Gewissen｣ によるロールプレイの活用
方法を組み入れることが, 解決に向けた手だての一つとして位置づけることができる｡
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Research on Role-Playing
Classroom Activities for Prevention of School Bullying
―Learning from “Gewissen” Education
in the State of Hessen, Germany―
MATSUOKA Yoshiki
The objective of the present research is to study role-playing classroom activities aimed at
preventing bullying in schools. In Japan, school bullying has been a serious social problem for
years. The anti-bullying law, which took effect in September 2013, requires teachers to make
collaborative and systematic efforts to prevent bullying.
The first half of this paper describes the details of analysis of bullying incidents. The latter half
focuses on the “Gewissen” (moral conscience) education class conducted in the State of Hessen,
Germany. In this class, an instructor writes a drama, and students play roles in the drama.
Through playing all roles, each student comes to understand the state of mind of each character
in the drama. The “Gewissen” education class helps students develop their sense of judgment
of right and wrong, which is essential in the prevention of school bullying. From that perspective,
it is necessary to develop effective practices of role playing with reference to the “Gewissen”
education class, aimed at the elimination of bullying in schools.
